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IEEE 802.1Qトンネリングは、顧客が使用しているカスタマVLANタグ（C-タグ）
に、各顧客を認識するためのサービスプロバイダVLANタグ（P-タグ）をカプセル
化することにより顧客のデータを分離しています。
顧客aにあるMACアドレスa1のクライアントから、右側にあるMACアドレスa2

のクライアントへの通信を考えてみましょう。
クライアント側のスイッチのSWa1はVLAN10のネットワークの次のスイッチに

識別させるため、VLAN10のC-タグを付けてサービスプロバイダのスイッチSW1に
渡します。SW1は、別の顧客からもVLAN10のタグ付きフレームを受けとっている
ため、このまま何もしないでサービスプロバイダネットワークに流すと、顧客aと
bのフレームが混ざってしまします。そこで、顧客を認識するため顧客ごとに異な
るP-タグを付けてデータを転送します。C-タグとP-タグが付いたフレームを受け取
ったSW2は顧客aであることを認識できたので、P-タグを削除し、C-タグだけが付
いた状態で顧客へ転送します。
送信元MACアドレスはa1、宛先MACアドレスはb1のままでCE間を通して変更

はありません。

現在、IEEE 802.1Qトンネリングは「欠点」があることから、WANではあまり使
用されていません。欠点の１つ目としては、P-タグのVLAN数に制限があることで
す。最大4094の顧客しか使用できません。また、２つ目の欠点としては、サービス
プロバイダが IP-VPNを基盤としたMPLSのネットワークと、IEEE 802.1Qトンネリン
グのネットワーク2種類を保守しなければならない点です。
この２つの問題を解決するため現在のサービスプロバイダネットワークでは、

MPLSを基盤としたL2-VPNという技術が広域イーサネットサービスの中で使用さ
れていることが多いです。
しかし、IEEE 802.1Qトンネリングはデータセンタ用に顧客を区別する技術として
最近注目されています。平成25年秋に出題されたネットワークスペシャリストの問
題にもデータセンタで使う技術として登場しています。

【例題】� 平成25年ネットワークスペシャリスト試験　午後I　問3（一部改題）

現在、顧客システムごとにNWが存在し、IPアドレスとVLANIDは、各部門
担当者が管理している状態であるが、今後DC内に共通基盤としてNW基盤を
構築し、顧客システムをNW基盤に接続していく。その際、IEEE 802.1Qト
ンネリングの技術を使用する。




